
大槌町・釜石市で活躍されている応援職員の皆さん 

←（県幹部職員との懇親会にて、達増知事   
  と写真をとりました） 

2017年9月4日(月)～5日(火) 

 全国の自治体人事担当者等をお招きし、被災自治体の復興状況や職員派遣の必要性に
ついて理解を深めて頂くとともに、来年度以降の応援職員の確保を図ることを目的として、被災
自治体視察事業を実施しました。 

＜参加者数＞ 
★本コース 6団体8名 
 （3コース合計 23団体31名） 
 
＜内容＞ 
★ 被災地現地視察（詳細は裏面） 
★ 派遣職員との面談 
★ 被災地自治体職員との交流会 
 
＜参加対象＞ 
★ 各都道府県 
 （市区町村行政担当及び人事担当等） 
★ 各政令指定都市（人事担当等） 
★ 全国の市区町村等（人事担当等） 
★ 全国知事会、全国市長会、全国町村会、 
     各都道府県の市長会・町村会 
     及び特別区長会 

＜参加者の費用負担＞ 
★ 貴都道府県から岩手県までの移動交通費 
 ※ 岩手県内の移動交通費は岩手県で負担 
★ 交流会の飲料費 
 ※ 食事代（1日目夕食、2日目朝食・昼食を含む）   
   は岩手県で負担 
★ 前泊、後泊する場合の宿泊費 
 
＜主催＞ 
岩手県政策地域部市町村課 
 
＜連絡先＞ 
岩手県政策地域部市町村課調整担当 
Tel：019-629-5236 
Mail：FA0052@pref.iwate.jp （ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ） 
         FA0052@pref.iwate.lg.jp（LGWAN）  
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9/4（月） 

時間 所要 内容 

      ～12：30 - 
集合・受付(盛岡駅西口バスター
ミナル) ❶ 

12：30～15：30 180分 バス移動(盛岡駅→大槌町) ❷ 

15：30～16：30 60分 大槌町内視察 ❸ 

16：30～17：30 60分 
大槌町内視察又は派遣職員と面
談 

17：30～18：00 30分 
バス移動(大槌町→釜石市内ホテ
ル)  

18：30～ - 交流会(釜石市内ホテル) ❹ 

9/5（火） 

時間 所要 内容 

      ～ 8：20 - 集合 

 8：20～ 9：20 60分 釜石市内視察 ❺ 

 9：20～10：20 60分 釜石市内視察又は派遣職員と面談 

10：20～11：20 60分 三鉄貸切列車(釜石駅→盛駅) ❻ 

11：20～11：40 20分 移動(盛駅→昼食会場)  

11：40～12：40 60分 昼食(大船渡市内) ❼ 

12：40～14：55 135分 バス移動(大船渡市→盛岡駅) ❷ 

14：55 - 盛岡駅解散 ❶ 

釜石市内視察後、三陸鉄
道貸切列車にて釜石駅か
ら盛駅(大船渡市）へ向
かいます。列車内では、
震災ガイドにより説明が
あります。❻ 

ＪＲ盛岡駅にて集合・
解散となります。❶ 

盛岡駅から沿岸市町村まではバス移動
です。移動中ガイドによるご案内をさ
せて頂きます。途中、遠野市風の丘で
休憩をとります。❷ 

２日目、釜石市内を視察し
ます。説明は釜石市職員が
行います。❺ 

大船渡市内で昼食をとり
ます。❼ 
昼食後は、バスにて盛岡
駅まで向かいます。行き
と同様、遠野市風の丘に
て休憩をとります。 

1日目、大槌町内を視察します。
説明は大槌町職員が行います。❸ 

大槌町内視察後、バス
にて、釜石市内のホテ
ルへ移動します。各自
チェックインをすませ
てから、交流会を行い
ます。❹ 
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※写真は平成２８年度実施時のものを使用 
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１．盛岡駅（出発式） 
盛岡駅にて集合の後、達増知
事から挨拶がありました。 

＜１日目＞ 

２．大槌町内（城山公園） 
大槌町の復興の様子が一目で
わかる高台（城山公園）から
中心市街地を眺望しました。 

＜１日目＞ 

 
 
 

３． 大槌町内（城山公園） 
大槌町役場の職員から震災概
要と面整備事業概要の説明が
ありました。 

＜１日目＞ 
 

 

～参加者の声～ 
現地職員による詳細な説明と
実際に被災現場を拝見するこ
とで、復興事業がまだまだこ
れからも継続案件であると実
感した。 

～参加者の声～ 
県の担当者が「百聞は一見に
しかず」と話されていたが、まさ
にその通りだった。 
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４．大槌町内（安渡地区） 
安渡地区防災集団移転促進事
業及び震災復興土地区画整理
事業を視察しました。 

＜１日目＞ 

５．大槌町内 
大槌町役場の職員から復興状
況の説明がありました。 

＜１日目＞ 

 
 
 

６． 大槌町役場 
大槌町総務課職員から人材確
保状況について説明がありま
した。 
※同時間、希望者（１団体1
名の派遣職員）は別室にて面
談を行いました。 

＜１日目＞ 
 

 

～参加者の声～ 
現地でしか感じることができな
い復興への道のりを知ることが
できた。 

～参加者の声～ 
（面談を行って・・・） 
派遣職員の健康状態を確認
する貴重な機会になった。 
電話・メールだけでは分から
ない派遣中の仕事内容や暮
らしぶりを見聞できた。 
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７．釜石市内 
宿泊先ホテルにて、参加者と
大槌町・釜石市の関係者との
交流会を行いました。 
釜石市副市長をはじめ総勢22
名が参加して意見交換等を行
いました。 

＜１日目＞ 
 

８．釜石市内（鵜住居地区）
高台から町を一望する復興の
シンボルとして新築された鵜
住居小学校・釜石東中学校を
視察しました。 

＜２日目＞ 

 
 
 

９．釜石市内（鵜住居地区）
区画整理事業・復興住宅・ラ
グビーワールドカップ開催予
定地等を視察しました。 

＜２日目＞ 
 

 

～参加者の声～ 
派遣先だけでなく、他自治体
や県の方々と直接意見交換
ができたのは貴重だった。 
派遣職員も参加させて頂き、
色々と話しができて有意義
だった。 

～参加者の声～ 
復興の現状を実地で見ること
ができ、現地でなければ見ら
れない工事の状況等を見聞き
できて非常に有意義だった。 

～参加者の声～ 
分かりやすく説明して頂き、 
ありがとうございました。 
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１０． 釜石市役所 
釜石市総務課職員から釜石市
全体の復興状況と人材確保状
況について説明がありました。 
※同時間、希望者（3団体13
名の派遣職員）は別室にて面
談を行いました。 

＜２日目＞ 

１１．三陸鉄道 
三陸鉄道釜石駅→盛駅（大船
渡市）間の貸切震災学習列車
に乗車しました。 

＜２日目＞ 

 
 

１２． 三陸鉄道（恋し浜駅） 
三陸鉄道（南リアス線）の恋
し浜駅の待合室には願掛けの
ホタテ絵馬が吊るされていま
す。 

＜２日目＞ 
 

 

～参加者の声～ 
（面談を行って・・・） 
ゆっくりと話を聞くことができた。 
派遣職員の元気な姿が見れ
てよかった。 
本人が希望して来ていて戻っ
てからの職務に活かしたいと
の意見が聞けた。 

～参加者の声～ 
（全体を通して・・・）今年が２
年目で昨年と比べて参加者
が減ったとのことだが、とても
貴重な体験だったので、次
年度以降も是非継続して頂
きたい。当市も他の職員を是
非参加させたいと考えている 


